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発行／和歌山県上富田町議会　　編集／議会広報特別委員会

〒 649 −2192　和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 上 富 田 町 朝 来 7 6 3
　　TEL(0739)33−7445　FAX(0739)47−5959

「議会だより」は、上富田町のホームページにも掲載しています。また、インターネット配信で議会の様子もご覧いただけます。

任期満了により改選された町議会は、５月１７日に臨時会を開会して議会構成を行い、新たな議会がスタートしました。

　　　　議　長に　大 石　哲 雄　氏
　　　　副議長に　松 井　孝 恵　氏   が就任する。

３月議会で６議員が一般質問を行いました！

谷端　清議員：

大石哲雄議員：

松井孝恵議員：

沖田公子議員：

九鬼裕見子議員：

樫木正行議員：

☆ｅスポーツについて　☆インバウンドについて

☆町長の施策方針について

☆町長の公約、中学校卒業までの医療費の無料化について

☆少子化対策について

☆子どもの医療費無料化拡大について

☆学校給食実施にあたり給食補助員の配置の実現を　☆介護保険制度について

☆シルバー人材センターの設立　☆高齢者の健康増進について

平成３０年度一般会計・特別会計当初予算審議のため予算審査特別委員会が設置されました。

構成は議長を除く議員９名で、委員長に榎本　敏議員、副委員長に谷端　清議員が就任しました。
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任
期
満
了
に
よ
り
改
選
さ

れ
た
上
富
田
町
議
会
の
初
議

会
は
、
５
月
17
日
に
臨
時
会

が
召
集
さ
れ
、
会
期
を
１
日

間
と
し
、
正
・
副
議
長
の
選

挙
や
各
委
員
会
の
構
成
、
一

部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
臨
時
議
会
は
、
最
年
長
の

大
石
哲
雄
臨
時
議
長
の
も
と

で
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投

票
の
結
果
、

　
大
石
　
哲
雄
　
氏
　
11
票

　
　
無
　
効
　
　
　
　

1
票

と
な
り
、
大
石
哲
雄
氏
が
第

28
代
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
新
議
長
の
も
と

で
副
議
長
選
挙
の
結
果
、

　
松
井
　
孝
恵
　
氏
　
10
票

　
　
無
　
効
　
　
　
　

2
票

　と
な
り
、
松
井
孝
恵
氏
が
当

選
し
、
副
議
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
４
月

24
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
町

議
会
議
員
選
挙
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
皆
様
方
の
絶
大
な

る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
議

会
を
代
表
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
５
月
17
日
の
初
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の

皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

私
ど
も
議
長
、
副
議
長
の
要

職
に
付
く
こ
と
に
な
り
、
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

こ
の
重
責
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
地
方
行
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
地
方
交
付

税
や
国
庫
負
担
金
・
補
助
金

の
削
減
等
非
常
に
厳
し
く
、

現
在
、
議
会
行
政
あ
げ
て
、

積
極
的
に
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
い

て
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
標

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
や

質
問
方
式
の
３
選
択
制
採
用

に
よ
り
論
点
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
取
組
や
、
災
害
時
に

お
け
る
議
会
の
対
応
を
明
文

化
し
た
「
上
富
田
町
議
会
災

害
発
生
時
対
応
要
領
」
の
制

定
な
ど
議
会
改
革
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
第
４
次
総
合
計
画
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
明
る
く
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
」
に
則
り
、

二
元
代
表
制
と
し
て
の
自
覚

を
持
っ
て
町
民
の
皆
様
の
声

を
行
財
政
に
反
映
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
町
民
の
皆
様
方
の

ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
二
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
に
新

し
い
委
員
会
構
成
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
専
門
的
に
審
査
・
調
査
を

行
う
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
、

議
決
を
し
て
特
別
委
員
会
も

設
置
を
し
て
い
ま
す
。

○
上
大
中
清
掃
施
設
組
合
議

会
（
構
成
　
田
辺
市
・
上

富
田
町
）

○
富
田
川
治
水
組
合
議
会

（
構
成
　
田
辺
市
・
白
浜

町
・
上
富
田
町
）

○
富
田
川
衛
生
施
設
組
合
議

会
（
構
成
　
田
辺
市
・
白

浜
町
・
上
富
田
町
）

○
田
辺
市
周
辺
広
域
市
町
村

圏
組
合
議
会
（
構
成
　
田

辺
市
・
み
な
べ
町
・
白
浜
町
・

す
さ
み
町
・
上
富
田
町
）

○
公
立
紀
南
病
院
組
合
議
会

（
構
成
　
田
辺
市
・
み
な
べ

町
・
白
浜
町
・
上
富
田
町
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
（
構
成
　
県
下
30

市
町
村
）

○
紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
議

会
（
構
成
　
紀
南
10
市
町
）

議
長
に 

大 

石 

哲 

雄 

氏

　
副
議
長
は 

松 

井 

孝 

恵 

氏

町
政
発
展
の
た
め

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
し
た
い

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
部
事
務
組
合
議
会

と
構
成
市
町

町議会議員１２名が決まり、新しい議会がスタートしました。

平成３０年第２回臨時会

松 井 孝 恵 副議長 大 石 哲 雄 議長
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議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
項
は
、
定
例
会
や

臨
時
会
の
会
期
日
程
や
議
案
・
請
願
・
陳
情
の
取

扱
い
、
そ
の
他
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
の
審
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文

字
ど
お
り
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
委
員

会
で
、
６
名
の
構
成
に
な
り
ま
す
。

委
員
長
　
木
本
眞
次
　
　
副
委
員
長
　
九
鬼
裕
見
子

委
　
員
　
山
本
明
生
　
　
委
　
員
　
　
松
井
孝
恵

委
　
員
　
樫
木
正
行
　
　
委
　
員
　
　
中
井
照
恵

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、
議
決
に
よ
り
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
議
会
広
報
に
つ
い
て
本
議
会

の
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
・
編
集
・
発
行
を
す

る
も
の
で
、
６
名
の
構
成
に
な
り
ま
す
。

委
員
長
　
樫
木
正
行
　
　
副
委
員
長
　
正
垣
耕
平

委
　
員
　
山
本
明
生
　
　
委
　
員
　
　
九
鬼
裕
見
子

委
　
員
　
家
根
谷
美
智
子
　
委
　
員
　
　
山
本
哲
也

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
は
「
会
計
、

庶
務
、
行
政
、
財
政
、
ま
ち
づ
く
り
、
税
務
、
教

育(

学
校
教
育
・
学
校
給
食
・
生
涯
学
習)

な
ど

に
関
す
る
事
項
や
、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
こ

と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
は
「
農
林

業
、
建
設
、
上
下
水
道
、
福
祉
、
健
康
、
保
健
衛
生
、

保
育
所
に
関
す
る
事
項
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委　員　田上 明人 委　員　大石 哲雄 委員長　木本 眞次

委　員　吉本 和広 委　員　樫木 正行 副委員長　中井 照恵

委　員　正垣 耕平 委　員　松井 孝恵 委員長　山本 明生

委　員　山本 哲也 委　員　家根谷 美智子 副委員長　九鬼 裕見子
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○監査委員に  山本 明生 氏（議会選出）　　
　監査委員は地方自治法によって、町長が「財務管理や事業の経営管理について、専門知識や経験のある人からと、

議員のうちから」議会の同意を得て選任することになっています。その議会から選出されています

　今回、議会構成が改選されたことに伴い、山本明生氏を選任したいとの町長の提案に全会一致で同意しました。

○体育協会理事に 　山本 哲也 氏　正垣 耕平 氏
　上富田町体育協会の規約により、町議会より理事２名を選出しました。

※今回の議会改選による役職の任期については、いずれも上富田町議会の申し合わせにより、２年間としています。

一
部
事
務
組
合
の

　
　
議
会
議
員
を
選
出

　
一
部
事
務
組
合
と
は
、
２
つ
以
上
の
町
村
が
団
体
の
事
務

や
機
関
に
委
任
さ
れ
て
い
る
事
務
の
一
部
を
共
同
で
処
理
す

る
た
め
に
設
け
る
地
方
公
共
団
体
の
組
合
を
い
い
ま
す
。（
各

組
合
議
会
の
構
成
団
体
は
前
記
の
と
お
り
で
す
。）

上
大
中
清
掃
施
設
組
合

議
会
議
員

　
中
井
　
照
恵

田
上
　
明
人

松
井
　
孝
恵

木
本
　
眞
次

富
田
川
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員

山
本
　
哲
也

家
根
谷
美
智
子

九
鬼
裕
見
子

山
本
　
明
生

　
紀
南
環
境
広
域

施
設
組
合
議
会
議
員

大
石
　
哲
雄

山
本
　
明
生

富
田
川
治
水
組
合

議
会
議
員

正
垣
　
耕
平

吉
本
　
和
広

樫
木
　
正
行

山
本
　
明
生

田
辺
周
辺
広
域

　
市
町
村
圏
組
合

議
会
議
員

大
石
　
哲
雄

　
松
井
　
孝
恵

公
立
紀
南
病
院
組
合

議
会
議
員

大
石
　
哲
雄

山
本
　
明
生

和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員
後期高齢者医療制度に伴い、県下３０市町村で構成する広域連合議会議員

大石 哲雄 氏

上富田町議会　議　場
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【
質
問
】
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

【
総
務
政
策
課
企
画
員
】

こ
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
略

で
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
、
格
闘
ゲ
ー

ム
ま
た
は
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム

な
ど
を
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し

て
捉
え
、
今
、
世
界
中
の
若

者
た
ち
の
間
で
人
気
を
博
し

て
い
る
と
い
う
ぐ
ら
い
の
認

識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
　

【
質
問
】
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、

人
気
は
年
々
高
ま
る
ば
か
り

で
す
が
、
日
本
で
は
ゲ
ー
ム

を
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
捉
え
る

こ
と
自
体
に
違
和
感
を
持
つ

人
が
ま
だ
少
な
く
な
い
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ

な
か
な
か
、
こ
の
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
の
は
日
本
で
本
当

に
知
名
度
が
低
い
と
、
こ
れ

を
ど
う
し
た
ら
え
え
か
な
と

い
う
ふ
う
に
は
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

【
総
務
政
策
課
企
画
員
】

町
と
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
、

こ
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
上
富
田
町
で
推

進
し
て
い
く
の
に
、
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
が
こ
の
上
富
田
町
に

適
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

実
際
に
開
催
す
る
場
合
ど
う

い
っ
た
環
境
整
備
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
特
に

教
育
の
面
、
い
ろ
ん
な
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
、
角
度
か
ら
検

証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か

な
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

民
泊
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
総
務
政
策
課
企
画
員
】

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
外
国
人
の
訪
日
旅
行

の
宿
泊
者
数
な
ん
で
す
　
　

私
た
ち
の
上
富
田
町
は
と
申

し
ま
す
と
、
宿
泊
者
数
が
約

３
万
人
。
う
ち
、
そ
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
、
外
国
人
の
宿
泊

者
が
約
１
，
２
０
０
人
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
上
富
田
町
と
し
ま
し
て

も
、
現
在
の
宿
泊
施
設
数
、

こ
れ
を
考
え
ま
す
と
、
民
泊

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
か
な
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

【
質
問
】
空
き
家
を
民
泊
利

用
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
問

題
点
は
何
か
、
そ
の
辺
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

【
総
務
政
策
課
企
画
員
】

問
題
点
が
発
生
す
る
か
と
い

う
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ

そ
こ
ま
で
把
握
は
し
て
い
な

い
で
す
が
、
民
泊
使
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
周
辺
に
迷
惑
か

か
る
、
こ
れ
が
一
番
問
題
か

な
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
こ

の
同
意
と
い
う
ん
か
周
辺
と

の
調
整
、
そ
こ
が
必
要
に
今

後
な
っ
て
く
る
か
な
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
民
泊
法
で
、
例
え

ば
空
き
家
の
利
用
と
か
い

う
、
在
宅
と
い
う
か
住
ん
で

い
て
民
泊
に
す
る
と
か
、
そ

う
い
う
の
を
今
後
や
っ
て
い

く
と
、
い
う
こ
と
で
す
か
。

【
総
務
政
策
課
企
画
員
】

は
い
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
質
問
】
全
国
各
地
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
が
非
常
に
活

発
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
都
市
集
中
か
ら
地
方
分
散

と
、
旅
の
多
様
化
に
も
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
　

　
上
富
田
町
の
魅
力
を
朝
来

の
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
信

し
て
も
ら
い
、
特
産
品
や
職

人
技
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
体

験
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
、
元

気
な
ま
ち
に
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
総
務
政
策
課
企
画
員
】

私
自
身
も
町
内
で
い
ろ
ん
な

可
能
性
の
あ
る
資
源
、
人
材

あ
る
の
は
い
ろ
い
ろ
勉
強
に

よ
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
地
区
の
方
が
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
地
区
で
頑
張
っ
て
く

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
横
の
つ
な

が
り
と
い
う
の
が
意
外
と
薄

い
ん
で
す
。
今
後
は
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
を
、
上
富
田

町
内
で
一
つ
に
ま
と
め
て
、

上
富
田
町
と
し
て
一
つ
は
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
観
光
施
策
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
、
こ
れ
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
で

キ
ー
マ
ン
と
な
る
人
材
の
育

成
、
そ
れ
と
人
材
の
発
掘
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
地

域
住
民
や
地
域
団
体
、
そ
う

い
っ
た
民
間
の
方
々
が
主
体

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
け
る
、
今
後
は
期
待

し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
や
っ
ぱ
り
民
間

と
町
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、

ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
く
、

そ
し
て
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

方
が
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
お
も
て
な
し
を
し
て
い
た

だ
い
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
、
私
た
ち
も
頑
張
っ
て

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
、
ま
ち

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

　平成３０年度３月定例会の一般質問は日程２日目の３月９日
に行われ、６議員が登壇し、当局の考えを質しました。その質
問、答弁の趣旨をまとめて掲載しています。

谷端　　　清 議員
（質問方式　一問一答方式）

１．ｅスポーツについて　
２．インバウンドについて

１
．
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

い
て

２
．
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
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【
質
問
】
岩
田
公
民
館
の
建

て
替
え
工
事
は
凍
結
す
る
と

前
町
長
は
言
わ
れ
た
が
奥
田

町
長
は
凍
結
解
除
を
す
る
の

か
。

【
町
長
】
は
い
、
私
は
凍
結

を
解
除
し
ま
す
。

【
質
問
】
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
で
施

工
す
る
の
か
。

【
町
長
】
そ
う
で
す
。
私
自

身
の
岩
田
公
民
館
の
建
設
は

今
回
の
当
初
予
算
に
は
載
せ

て
い
ま
せ
ん
が
、
必
ず
や
っ

て
い
く
と
い
う
方
針
を
出
し

て
い
ま
す
。

【
質
問
】
公
民
館
建
築
委
員

へ
の
説
明
は
ど
う
か
。
解
散

は
ど
う
す
る
の
か
。

【
町
長
】
解
散
で
は
な
し
に
、

私
は
引
き
続
き
建
築
委
員
会

の
ほ
う
へ
説
明
し
て
い
き
ま

す
。
私
自
身
と
し
て
は
、
今

後
に
つ
い
て
は
、
直
ぐ
に
凍

結
だ
と
か
、
一
時
停
止
だ
と

か
い
う
言
葉
は
出
さ
な
い

で
、
き
ち
ん
と
皆
さ
ん
と
相

談
し
た
中
で
解
決
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
周
辺
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
公
民
館
の
建
築
計

画
と
あ
わ
せ
て
整
備
す
る
事

は
ど
う
か
。

【
町
長
】
言
わ
れ
る
よ
う
に

裏
の
道
は
大
変
狭
い
と
思
う

の
で
、
現
地
確
認
し
て
ど
う

い
う
ふ
う
に
し
て
い
く
か
と

い
う
の
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
副
町
長
】
現
在
は
、
ま
ず

岩
田
愛
郷
会
が
持
た
れ
て
い

る
用
地
の
分
の
と
こ
ろ
で
拡

幅
を
す
る
事
に
よ
っ
て
、
あ

の
曲
が
り
カ
ー
ブ
の
部
分
と

い
う
の
は
か
な
り
ク
リ
ア
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
岡
川
の
河
床
整
備

は
ど
う
か
。

【
副
町
長
】
岡
川
の
ほ
う
は

平
成
28
年
、
29
年
に
か
け
て

岡
地
域
は
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ

つ
）
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
下
流
で
す
が
、
県
の

方
に
も
予
算
が
あ
る
の
で
、

危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

更
に
岩
田
地
区
か
ら
こ
う
い

う
話
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
県
の
方
に
言
い

ま
す
。

【
質
問
】
保
育
所
の
民
営
に

む
け
て
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

【
住
民
生
活
課
企
画
員
】
現

在
は
、民
営
化
に
よ
る
影
響
、

効
果
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
段
階
で
す
。
２
０
１
９

年
度
か
ら
幼
児
教
育
の
無

償
化
が
段
階
的
に
開
始
、

２
０
２
０
年
度
に
は
全
国
的

に
開
始
と
な
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
制
度
改
正
に
よ
る
影

響
も
あ
わ
せ
、
今
後
も
研
究

が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

【
町
長
】
保
育
所
の
運
営
費

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
で
３
億
５
，
３
７
６
万

円
、
30
年
度
当
初
予
算
は

３
億
６
，
４
０
４
万
円
と
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
財

政
を
考
え
れ
ば
、
民
営
化
の

手
法
も
含
め
て
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

【
質
問
】
財
政
的
な
こ
と
だ

け
で
な
く
、
働
く
環
境
と
か

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
あ
る
が

そ
れ
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
や
は
り
今
現
在
、

保
育
士
の
確
保
が
難
し
い
と

い
う
面
も
あ
り
、
職
員
の
待

遇
の
違
い
も
出
て
き
ま
す
。

で
き
れ
ば
民
営
化
、
企
業
が

そ
こ
へ
入
っ
て
く
れ
る
か
ど

う
か
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ

の
辺
も
検
討
し
な
が
ら
そ
う

い
う
形
で
進
め
て
行
き
た

い
。

【
質
問
】
民
営
化
の
方
向
へ

進
む
に
対
し
て
は
、
短
期
的

か
中
長
期
的
か
。

【
町
長
】
中
長
期
的
な
考
え

を
持
っ
て
や
っ
て
行
き
た

い
。
今
の
保
育
の
現
状
か
ら

５
年
か
ら
10
年
ぐ
ら
い
の
ス

パ
ン
で
考
え
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
現
在
の
取
り
組
み

に
対
す
る
考
え
方
に
変
更
は

な
い
か
、
一
定
の
条
件
で
凍

結
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
な
い
か
。

【
町
長
】
現
在
の
と
こ
ろ
、

凍
結
と
か
一
時
中
断
と
い
う

形
は
無
い
。
今
後
、
民
営
化

に
対
し
て
は
研
究
・
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

１
．
町
長
の
施
政
方
針

に
つ
い
て

大石 哲雄 議員

１．町長の施政方針について

（質問方式　　一問一答方式）
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【
質
問
】
臨
時
会
の
説
明
要

旨
に
お
い
て
町
長
は
、「
選

挙
に
お
い
て
、
多
く
の
住
民

の
皆
様
の
ご
支
持
と
ご
支

援
を
賜
っ
た
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
が
町
長
の
得
票
は

３
，
２
１
４
票
。
有
権
者
数

か
ら
見
れ
ば
、
全
体
の
約
４

分
の
１
、
２
５
％
に
な
り
ま

す
。
全
て
の
こ
と
を
今
後
も

継
続
し
て
ほ
し
い
と
町
民
が

こ
ぞ
っ
て
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の

選
挙
の
結
果
に
お
い
て
な
お

政
策
の
継
続
だ
と
お
っ
し
ゃ

る
根
拠
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

【
町
長
】
今
回
、
４
分
の
１

の
投
票
で
あ
り
ま
し
た
が
、

私
自
身
は
投
票
総
数
の
41
％

の
方
が
支
持
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
前
町
政
の
政
策
を
継

続
し
、
私
自
身
も
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
載
せ
て
い
る
よ
う
に

独
自
の
政
策
も
あ
り
ま
す
。

将
来
、
人
口
が
減
少
し
て
い

く
と
い
う
状
況
も
あ
る
の
で

必
要
な
施
策
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
他
の
２
人
の
候
補

は
医
療
費
の
無
料
化
を
前
面

に
訴
え
て
い
た
。
前
町
長
の

継
承
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
奥

田
町
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と

し
て
住
民
に
公
約
さ
れ
ま
し

た
。
い
つ
ご
ろ
決
断
さ
れ
ま

し
た
か
。

【
町
長
】
町
の
財
源
状
況
が

厳
し
い
中
で
、
財
源
確
保
を

考
え
た
時
、
個
人
的
に
は
実

施
に
向
け
て
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
。
後
援
会
の
皆
さ
ん
、
特

に
子
育
て
世
代
の
保
護
者
の

方
か
ら
想
像
し
て
い
た
以
上

の
要
望
等
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
期
に
決
定
し
ま
し

た
。

【
質
問
】
前
町
長
も
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
こ
れ

か
ら
は
、
お
金
が
な
い
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
奥
田
町
長
は
、

子
供
は
町
の
宝
だ
、
と
住
民

の
想
い
に
寄
り
添
う
決
意
を

感
じ
ま
す
。
確
認
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
ど
な
た
か
か
ら
言

わ
れ
た
か
ら
や
っ
た
ん
で
は

な
く
、
ご
自
身
が
住
民
の
声

を
聞
い
て
決
め
た
、
こ
う
い

う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す

か
。

【
町
長
】
そ
の
と
お
り
で
す
。

私
が
決
断
し
て
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
へ
載
せ
ま
し
た
。

【
質
問
】
１
月
31
日
付
の
地

方
紙
の
記
事
、奥
田
町
長
は
、

「
一
気
に
中
学
校
卒
業
ま
で

を
無
料
化
す
れ
ば
財
政
の
負

担
が
大
き
い
の
で
、
財
源
を

確
保
で
き
次
第
、
段
階
的
に

取
り
組
む
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
選
挙
中
に
は
言
っ

て
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
財
政

が
確
保
で
き
次
第
と
言
っ
て

し
ま
っ
て
は
、
公
約
違
反
と

思
う
わ
け
で
す
。
無
料
化
に

つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た
今
後

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
臨
ま
れ
ま

す
か
。

【
町
長
】
平
成
30
年
度
の

一
般
会
計
の
当
初
予
算

は
昨
年
と
比
較
す
る
と

２
億
６
５
０
０
万
円
の
減
額

に
な
っ
て
い
る
が
そ
れ
で
も

基
金
か
ら
５
，
８
４
０
万
円

を
繰
り
入
れ
す
る
状
況
で

す
。
継
続
、
見
直
し
、
財
源

等
で
課
題
の
あ
る
事
業
が
あ

り
、
あ
わ
せ
て
広
域
の
ご
み

処
理
問
題
も
あ
り
、
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
無
料
化
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
て
い
き

た
い
。

【
質
問
】
お
金
が
で
き
た
ら

ま
ず
小
児
ぜ
ん
そ
く
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
子
供
の
医

療
費
を
無
料
化
す
る
と
述
べ

て
お
ら
れ
る
が
、
大
き
な
問

題
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
。
役
場
に
よ
っ
て
、
病

気
に
よ
っ
て
線
引
き
を
す
る

ん
で
す
か
。
一
体
誰
が
、
ど

の
病
気
に
線
引
き
を
し
て
区

分
し
て
判
断
さ
れ
る
か
。

【
町
長
】
当
時
は
私
も
そ
う

い
う
ふ
う
に
言
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
各
課
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
庁
議
等
も
重
ね
話
し

を
し
て
い
る
中
で
今
は
そ
の

形
じ
ゃ
な
し
に
低
所
得
層
の

方
と
特
定
疾
病
を
持
つ
子
供

た
ち
に
つ
い
て
、
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
30
年
度
の
中
で
も

い
け
る
ん
で
あ
れ
ば
や
っ
て

い
き
た
い
。
最
終
的
に
は
必

ず
医
療
費
の
無
料
化
は
や
っ

て
い
く
つ
も
り
で
あ
り
段
階

的
に
や
っ
て
い
く
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

【
質
問
】
経
費
に
つ
い
て
約

６
，
０
０
０
万
ぐ
ら
い
と
い

う
説
明
だ
っ
た
。
住
民
を
あ

ざ
む
い
て
き
た
ん
で
は
な
い

か
。
本
当
は
い
く
ら
か
か
る

と
試
算
さ
れ
て
い
る
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
12
月
議

会
に
３
，
５
０
０
万
円
に
つ

い
て
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
既
に
無
料
化
を
実

施
し
て
い
る
子
供
の
人
数
も

同
程
度
の
自
治
体
を
参
考
に

試
算
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

今
の
と
こ
ろ
出
せ
る
数
字
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
質
問
】
若
い
子
育
て
世
代

の
方
々
が
役
場
へ
言
っ
て
き

た
り
、
新
聞
に
投
書
し
た
り

さ
れ
て
い
る
が
決
し
て
ク

レ
ー
ム
を
つ
け
て
い
る
と
か

で
は
な
い
。
町
長
も
私
も
50

代
に
な
っ
て
き
て
、
子
育
て

も
終
わ
っ
て
き
て
、
や
っ
と

今
若
い
人
た
ち
の
思
い
が
わ

か
る
世
代
に
な
っ
て
き
た
。

我
々
政
治
家
は
や
っ
ぱ
り
住

民
側
に
、
町
長
に
な
っ
て
も

住
民
側
に
立
つ
べ
き
だ
と
思

う
。
も
っ
と
早
期
に
町
長
の

政
治
的
な
判
断
を
す
る
と
、

一
番
最
短
の
距
離
で
す
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
。

【
町
長
】
私
自
身
も
34
歳
で

議
員
に
な
っ
た
と
き
、
朝
来

小
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
か

し
て
き
た
経
過
も
あ
り
ま

す
。
当
時
は
住
民
の
立
場
に

た
っ
て
当
局
に
対
し
、
ス

ポ
ー
ツ
と
か
教
育
の
問
題
に

つ
い
て
言
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
今
回
医
療
費
の

無
料
化
を
私
が
決
断
し
た
の

も
、
以
前
、
署
名
や
嘆
願
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
方
々
以
外

の
方
々
も
今
回
私
に
対
し
て

医
療
費
を
無
料
化
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
私
は

今
回
無
料
化
に
踏
み
切
る
と

い
う
判
断
を
し
ま
し
た
。
私

自
身
は
財
政
も
考
え
ね
ば
な

ら
ず
、
段
階
的
に
や
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
い
つ

と
い
う
の
は
は
っ
き
り
言
え

ま
せ
ん
が
こ
の
４
年
間
の
う

ち
に
は
必
ず
医
療
費
を
無
料

化
に
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
だ

け
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　

松井 孝恵 議員

１．町長の公約、中学校卒業までの
医療費の無料化について　

（質問方式　一問一答方式）

１
．
町
長
の
公
約
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化

に
つ
い
て
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【
質
問
】
未
就
学
児
分
の
罰

則
の
防
止
に
つ
い
て
。

　
自
治
体
が
独
自
に
行
う
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
に
対
す

る
政
府
が
科
し
て
き
た
罰
則

が
２
０
１
８
年
度
か
ら
一
部

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

新
た
な
財
源
が
生
ま
れ
ま

す
。
財
源
は
い
か
ほ
ど
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】

約
１
４
０
万
円
で
す
。

【
質
問
】
こ
の
財
源
は
少
子

化
対
策
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
次
に
、
子
ど
も
医
療
費
の

無
料
化
を
小
中
学
校
卒
業
ま

で
の
拡
大
に
つ
い
て
。

【
町
長
】
今
回
、
低
所
得
層
、

そ
し
て
特
定
疾
患
を
持
つ
子

供
達
の
方
を
先
に
、
今
医
療

費
の
無
料
化
に
取
り
組
む
形

で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
小
学
校
ま
で
、
中

学
校
ま
で
と
段
階
的
に
こ
の

４
年
間
で
や
っ
て
い
き
ま

す
。

【
質
問
】
保
育
料
の
無
料
化

の
拡
大
に
つ
い
て
。

　
今
、
現
に
認
可
保
育
所
に

入
れ
な
く
て
認
可
外
保
育
所

に
預
け
て
い
る
方
が
あ
り
ま

す
。

　
今
、
働
く
お
母
さ
ん
が
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た

そ
の
中
で
も
働
き
方
が
多
様

化
し
て
い
ま
す
し
、
夜
勤
と

か
休
日
の
勤
務
な
ど
で
働
き

方
に
よ
っ
て
公
立
や
認
可
保

育
所
で
は
対
応
で
き
な
く

て
、
認
可
外
で
な
い
と
預
け

ら
れ
な
い
と
い
う
方
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
で
県
は
16
年
度
に
対

象
施
設
を
認
可
外
保
育
施
設

ま
で
広
げ
ま
し
た
。

　
町
は
県
と
連
携
し
て
３
人

目
以
降
の
子
供
の
保
育
料
を

無
料
に
す
る
紀
州
３
人
っ
こ

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
認
可
外
保
育
施
設
は
支

援
の
対
象
に
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。
　
同
じ
町
内
の
児
童
で

あ
り
な
が
ら
、
施
設
に
よ
っ

て
支
援
の
対
象
に
な
ら
な
い

の
は
不
公
平
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
認
可
外
で
も
支
援
の
対
象

に
加
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
住
民
生
活
課
企
画
員
】
認

可
外
保
育
施
設
を
対
象
と
し

て
い
る
市
町
村
は
17
、
対
象

と
し
て
い
な
い
市
町
村
は
13

で
、
近
隣
の
田
辺
市
、
白
浜

町
、
す
さ
み
町
、
南
部
町
は

対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。
　

　
当
町
で
は
田
辺
市
、
白
浜

町
の
保
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
児
童
も
い
る
こ
と
か
ら

近
隣
市
町
と
足
並
み
を
揃
え

て
認
可
外
保
育
所
を
対
象
外

と
し
て
い
ま
す
。

　
認
可
外
保
育
施
設
を
新
た

に
対
象
に
加
え
る
か
に
つ
い

て
は
今
後
近
隣
市
町
の
動
向

を
確
認
し
つ
つ
、
ま
た
幼
児

教
育
の
無
償
化
に
お
け
る
認

可
外
保
育
施
設
の
対
象
範
囲

や
補
助
上
限
額
の
設
定
等
も

参
考
に
い
た
し
ま
し
て
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
質
問
】
県
は
来
年
度
か
ら

年
収
３
６
０
万
円
未
満
の
世

帯
に
限
り
２
人
目
の
保
育
料

を
無
料
に
す
る
方
針
で
す

が
、
町
と
し
て
の
取
り
組
み

は
。

【
住
民
生
活
課
企
画
員
】
平

成
30
年
度
よ
り
紀
州
３
人
っ

こ
施
策
の
支
援
対
象
を
拡
充

し
実
施
す
る
第
２
子
以
降
に

係
る
保
育
料
助
成
事
業
、
こ

れ
は
所
得
制
限
つ
き
で
、
こ

の
事
業
に
平
成
30
年
度
よ
り

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

対
象
児
童
は
57
名
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

【
質
問
】
県
は
２
０
１
８
年

度
か
ら
在
宅
で
第
２
子
以
降

の
ゼ
ロ
歳
児
を
育
て
て
い
る

専
業
主
婦
（
主
夫
）
の
世
帯

に
経
済
的
支
援
を
す
る
方
針

で
、
第
２
子
は
所
得
制
限
つ

き
で
第
３
子
以
降
は
全
て
の

世
帯
に
年
間
15
万
円
を
給
付

し
ま
す
が
、
県
は
市
町
村
に

同
額
の
支
援
を
上
乗
せ
す
る

よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
の
取
組
み
は
。

【
住
民
生
活
課
企
画
員
】
30

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
当
町

で
は
県
単
独
事
業
分
の
み
実

施
と
し
ま
す
。

【
質
問
】
今
回
は
増
額
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
町

と
し
て
も
将
来
独
自
の
上
乗

せ
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
住
民
生
活
課
企
画
員
】
平

成
30
年
度
か
ら
の
新
事
業
で

す
の
で
、
県
の
動
向
及
び
県

下
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

１
．
少
子
化
対
策
に
つ

い
て 沖田 公子 議員

（質問方式　　一問一答方式）

１．少子化対策について
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【
質
問
】
今
回
の
町
長
選
挙

で
ど
の
候
補
者
も
医
療
費
中

学
校
卒
業
ま
で
の
無
料
化
を

公
約
に
掲
げ
た
。
奥
田
町
長

も
掲
げ
て
当
選
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の

地
元
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
「
財
源
を
確
保
で
き
次

第
、
段
階
的
に
取
り
組
む
。

ま
ず
は
小
児
ぜ
ん
そ
く
や
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を
無
料
に

し
、
そ
の
後
、
小
学
生
ま
で
、

中
学
生
ま
で
広
げ
る
」
と
答

え
て
い
る
。
子
育
て
世
代
の

方
な
ど
か
ら
、「
他
市
町
村

で
実
施
で
き
て
い
る
の
に
な

ぜ
実
施
で
き
な
い
の
か
。
子

供
は
将
来
、
未
来
を
担
っ
て

い
く
宝
で
す
」「
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
か

「
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

は
３
候
補
と
も
か
か
げ
、
誰

が
当
選
し
て
も
実
施
の
方
向

で
早
急
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
新
町
長
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
失
望
し
た
」
な
ど

の
声
が
あ
る
が
、
町
長
は
ど

う
思
う
の
か
。

【
町
長
】
わ
た
し
は
実
施
を

し
ま
す
と
い
う
公
約
を
掲
げ

て
や
っ
て
き
た
。
ま
ず
は
低

所
得
層
、
そ
し
て
特
定
疾
患

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
予
算

を
つ
け
て
や
っ
て
い
く
と
い

う
方
向
に
変
わ
り
は
な
い
。

４
年
間
の
う
ち
に
必
ず
中
学

校
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
は

実
施
す
る
。

【
質
問
】
子
ど
も
た
ち
が
輝

く
町
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
親
の
経
済
状
況
で
医
療

に
か
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

【
町
長
】こ
の
４
年
間
で
き
っ

ち
り
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療

費
の
無
料
化
を
実
現
し
て
い

く
。
段
階
的
に
や
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

【
質
問
】
給
食
実
施
に
あ
た

り
、
各
学
校
の
教
職
員
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
教
育
委
員
会
総
務
課
長
】

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
教
職
員
だ
け

で
は
無
理
だ
と
考
え
て
い
る

方
も
い
る
と
思
う
。
現
状
で

は
補
助
員
の
配
置
を
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
出
来

る
か
で
き
な
い
か
、
や
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
実

態
を
見
き
わ
め
て
検
討
す

る
。

【
質
問
】
運
搬
や
衛
生
面
、

安
全
面
で
の
心
配
も
あ
る
。

円
滑
に
す
る
た
め
に
補
助
員

を
と
い
う
要
望
書
が
、
昨
年

12
月
教
職
員
組
合
か
ら
出
て

い
る
と
お
も
う
が
、
学
校
現

場
は
子
ど
も
が
帰
る
ま
で

ほ
っ
と
す
る
間
も
な
い
。
本

当
に
仕
事
が
大
変
で
あ
る
と

い
う
認
識
は
さ
れ
て
い
る

か
。
も
っ
と
現
場
の
声
を
聴

い
て
、
現
場
の
声
に
よ
り
そ

う
と
い
う
こ
と
で
対
応
さ
れ

た
い
。

【
教
育
長
】
働
き
方
の
問
題

は
、
い
ま
大
変
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
本
町
で
も
同
じ
。

教
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

は
今
後
、
検
討
し
た
い
。
給

食
が
始
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て

過
重
負
担
と
い
う
の
は
教
職

員
も
認
識
の
上
で
、
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
構
え
を
現

在
も
や
っ
て
く
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
し
続
け
る
た
め
に
認

知
症
対
策
と
し
て
認
知
症
カ

フ
ェ
の
開
設
で
支
援
を
充
実

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。

【
住
民
生
活
課
企
画
員
】　
啓

発
活
動
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

養
成
講
座
を
引
き
続
き
続
け

て
い
く
。
認
知
症
を
持
つ
家

族
同
士
の
体
験
や
悩
み
な
ど

を
分
か
ち
合
う
場
が
今
ま
で

な
か
っ
た
の
で
、
２
月
か
ら

認
知
症
カ
フ
ェ
を
実
施
し
て

い
る
。

【
質
問
】
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
大
幅
な
値
上
げ
と
な
る

が
、
上
富
田
町
と
し
て
低
所

得
者
に
対
し
て
軽
減
措
置
を

拡
大
す
る
た
め
に
、
一
般
会

計
か
ら
の
投
入
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
町
と
し

て
国
の
制
度
に
従
っ
て
そ
れ

以
上
の
軽
減
に
つ
い
て
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
介
護
給
付
費
を
あ

げ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

町
と
し
て
何
と
か
し
た
取
り

組
み
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

【
質
問
】
国
政
が
変
わ
ら
な

い
限
り
、
住
民
が
大
変
な
思

い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
介
護
保
険
を
使
っ
て
も

使
わ
な
く
て
も
有
無
を
言
わ

せ
ず
年
金
天
引
き
さ
れ
る
み

な
さ
ん
の
怒
り
を
考
え
る
と

き
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
幸

せ
を
願
い
、
町
長
が
先
頭
に

た
っ
て
国
に
対
し
て
負
担
軽

減
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
町
長
】
負
担
軽
減
の
い
ろ

ん
な
協
議
等
あ
っ
た
ら
国
の

方
に
も
要
望
は
し
て
い
き
た

い
。

３
．
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て

１
．
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
拡
大
に
つ

い
て

２
．
学
校
給
食
実
施
に

あ
た
り
給
食
補
助

員
の
配
置
の
実
現

を

九鬼 裕見子 議員
１．子どもの医療費無料化拡大について
２．学校給食実施にあたり給食補助員の配置の実現を
３．介護保険制度について

（質問方式　一問一答方式）
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【
質
問
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
和
歌
山
県
下
で

ほ
と
ん
ど
で
き
あ
が
っ
て
お

り
ま
す
。
な
い
の
は
、
上
富

田
、
勝
浦
、
も
う
一
つ
ぐ
ら

い
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
何
か
と

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
て
く
れ
と
い
う
よ

う
な
要
望
の
声
を
た
く
さ
ん

聞
い
て
お
り
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
が
そ
の
経
験
と
能
力
を

生
か
し
つ
つ
、
働
く
こ
と
を

通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
、
生

き
が
い
を
得
て
い
く
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
を
運
営
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

年
な
ど
で
現
役
引
退
し
た
後

も
何
ら
か
の
形
で
仕
事
が
し

た
い
と
希
望
す
る
高
齢
者
が

た
く
さ
ん
増
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
上
富
田
町
で
も

高
齢
者
の
ひ
と
り
住
ま
い
や

核
家
族
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
何
と
か
し
て
も
ら
え
な

い
か
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
草
刈

と
か
庭
の
剪
定
、
最
近
で
は

墓
参
り
等
。
私
も
年
に
２
回

は
田
辺
市
の
人
材
セ
ン
タ
ー

に
草
刈
り
な
ど
を
お
願
い
し

て
、
低
価
格
で
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
上
富
田
町

は
核
家
族
、
共
働
き
が
多
い

の
で
、
今
日
は
仕
事
が
あ
る

の
で
幼
稚
園
や
保
育
所
に
迎

え
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
か
、

ま
た
仕
事
中
、
子
供
が
熱
を

出
し
た
が
頼
め
る
人
が
い
な

い
の
で
助
け
て
ほ
し
い
と

か
、
そ
ん
な
方
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

こ
と
で
、
何
と
か
設
立
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
住
民
生
活
課
企
画
員
】

ま
ず
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
設
立
や
運
営
費
の
費

用
に
つ
き
ま
し
て
、
設
立
時

の
職
員
の
人
件
費
や
事
務
所

の
借
り
上
げ
や
光
熱
水
費
、

備
品
購
入
費
や
消
耗
品
な
ど

の
設
立
時
の
費
用
は
全
て
町

負
担
と
な
り
ま
す
。設
立
後
、

活
動
実
績
を
つ
く
っ
て
か

ら
、
国
か
ら
の
運
営
費
用
の

２
分
の
１
の
補
助
は
あ
り
ま

す
が
、
条
件
が
厳
し
く
、
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
、

法
人
化
し
て
い
る
こ
と
、
会

員
が
１
０
０
人
以
上
あ
る
こ

と
、
延
べ
活
動
回
数
が
５
，

０
０
０
回
以
上
で
あ
る
こ
と

が
、
国
の
補
助
の
必
要
条
件

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
国
か
ら
の
補
助
に
は
上

限
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費
の
２

分
の
１
以
上
は
市
町
村
が
負

担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
運
営
費
用
の
う
ち
大
き

な
も
の
は
人
件
費
と
な
り
ま

す
が
、
事
業
計
画
の
策
定
や

総
会
の
開
催
、
会
員
登
録
や

仕
事
の
受
注
、
会
員
の
仕
事

の
手
配
な
ど
事
務
量
が
大
き

く
、
ほ
と
ん
ど
の
セ
ン
タ
ー

で
事
務
職
員
を
複
数
設
置
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

付
近
10
市
町
村
の
負
担
の
状

況
を
見
て
み
ま
す
と
、
規
模

に
よ
り
違
い
ま
す
が
、
少
な

い
と
こ
ろ
で
も
約
３
６
０
万

円
の
町
負
担
を
し
て
い
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

立
、運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
の
費
用
負
担
を
は
じ
め
、

国
の
補
助
申
請
の
条
件
を
満

た
す
た
め
の
運
営
方
法
が
行

え
る
か
ど
う
か
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
上
富
田
町
で
の
実
施
は

難
し
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
次

に
、
核
家
族
化
が
進
む
中
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
等
か
ら

何
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
か

と
い
う
声
が
あ
る
と
い
う
質

問
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
29

年
６
月
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
を
募
り
、
た
す
け
あ
い

く
ち
く
ま
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
活
動
を
し
て
お
り
、

事
務
局
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
お
声
が
あ
れ
ば

ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
質
問
】
町
長
は
こ
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
を

前
向
き
に
検
討
し
て
も
ら
え

ま
す
か
。

【
町
長
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
分
前
に
な
り
ま
す

が
、
議
員
さ
ん
や
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
か
ら
も
要
望
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
当

時
に
お
い
て
も
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
い
う
よ

り
も
、
民
間
の
方
を
活
用
し

て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
話

で
あ
り
ま
し
た
し
、
町
か
ら

の
補
助
金
制
度
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
わ
け
で
、
今
後

を
考
え
れ
ば
、
今
す
ぐ
必
要

な
の
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、
先
ほ
ど
言
わ
れ
ま

し
た
よ
う
に
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
、
た
す
け
あ
い
く
ち
く
ま

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
そ

れ
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
こ
れ
か
ら
高
齢
者

が
介
護
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
多

数
の
ス
タ
ッ
フ
や
車
が
た
く

さ
ん
あ
る
社
協
に
委
託
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
の
ほ

う
で
、
今
後
高
齢
者
が
ス

ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
介
護
予

防
を
す
る
い
う
こ
と
を
提
案

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

【
住
民
生
活
課
企
画
員
】
ス

ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
の
活
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
に
有
効
に

利
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
、
ス

ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
の
指
導
者
の

方
に
和
歌
山
大
学
教
育
学
部

の
本
山
教
授
が
考
案
し
ま
し

た
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

研
修
を
受
け
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
を
取
り
入
れ
た
青
春
塾
と

い
う
運
動
の
自
主
グ
ル
ー
プ

の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
各

地
区
に
出
向
い
て
指
導
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
月
１
回
、
４
地
区
に

出
向
き
、
毎
週
自
主
的
に

行
っ
て
い
る
運
動
の
見
直
し

と
参
加
者
の
意
欲
向
上
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
自
体

で
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
の
稼

働
状
況
を
見
な
が
ら
、
サ
ロ

ン
の
ス
タ
ッ
フ
と
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

樫木 正行 議員

１．シルバー人材センターの設立について
２．高齢者の健康増進について　　　　　

（質問方式　一括方式）

１
．
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
設
立
に

つ
い
て

２
．
高
齢
者
の
健
康
増

進
に
つ
い
て
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ただいま議題となりました、議案第３０号　平成３０年度上富田町一般会計予算から議案第４２号　平成３０

年度上富田町特別会計朝来財産区予算までの１３議案につきまして、予算審査特別委員会における審査の経過及

び結果をご報告申し上げます。

議案第３０号から議案第４２号までの１３議案は、去る３月６日に当予算審査特別委員会に付託され、３月１２日、

１３日、１４日の３日間で、当局から説明を受け、質疑を行い、３月１４日には質疑を含め、討論、採決を行いました。

その結果、付託された１３議案の内、議案第３０号から議案第３３号の議案については、賛成多数により可決、

議案第３４号及び議案第３５号の２議案につきましては、付帯決議を付けて賛成多数により可決しました。

議案３４号については、診療所開設以来赤字経営が続き財政に大きな負担をかけている状態であり、改善状

況は見られない。地域医療の重要性を考えても町内には充分な医療体系があると考える事から廃止も考え取り組

むべきであるが、利用者や地域の声も聞いたうえで判断されたい。また、議案３５号について、残土処分については、

開始時期が明確でなく、国土交通省の残土処分計画、それに伴う完成までの時期や販売価格等、この事業推進

にあたっては、全員協議会や常任委員会を通じて報告されたい。

また、議案第３６号から議案第４２号までの７議案については、全会一致により、すべて原案のとおり可決する

ものといたしました。

各議案審査の過程においては、前年対比による増減理由、主な事業に関する説明書により、新規事業などの

内容及び効果や積算根拠を質し、財政の健全化は確保されているか、決算審査の指摘事項などが予算に反映さ

れているか、どうかなど質疑、提言は広範にわたりました。　

一般会計の総額は５５億３３００万円で前年対比２億６５００万円の減で、これは庁舎整備事業の完成、地域住

宅交付金事業の完成、消防第３分団屯所建設事業の完成したことなどによる大型事業完了により大幅減となって

おりますが、今後、岩田公民館建設事業に係る費用計上により予算規模の増加が予想されます。

厳しい財政事情の中、今後も予算の精査に努める必要があると考えます。

当局においては、新年度予算の執行につきましては、委員会において可決の議決を得たことの重みをしっかり

と受け止めていただき、予定事業の推進にあたっていただくことを強く要望して、委員長報告といたします。

１　議　　件

議案第３０号 平成３０年度上富田町一般会計予算

議案第３１号 平成３０年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算

議案第３２号 平成３０年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算

議案第３３号 平成３０年度上富田町特別会計介護保険予算

議案第３４号 平成３０年度上富田町特別会計診療所事業予算

議案第３５号 平成３０年度上富田町特別会計宅地造成事業予算

議案第３６号 平成３０年度上富田町特別会計宅地取得資金貸付事業予算

議案第３７号 平成３０年度上富田町特別会計住宅新築資金貸付事業予算

議案第３８号 平成３０年度上富田町特別会計奨学事業予算

議案第３９号 平成３０年度上富田町特別会計農業集落排水事業予算

議案第４０号 平成３０年度上富田町特別会計公共下水道事業予算

議案第４１号 平成３０年度上富田町水道事業会計予算

議案第４２号 平成３０年度上富田町特別会計朝来財産区予算

予算審査特別委員会委員長報告
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２月
臨時会

会期 （平成３０年２月１５日 ) 
１日間　 

　２月臨時会には、新町長による就任のあいさつと所信を述べられたあ

と、議案の提出があり案件は、条例の一部改正３件、平成２９年度一般

会計・特別会計補正予算の８件いずれも原案どおり可決しました。

◎職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

◎上富田町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

（以上２議案については、本年度人事院勧告及び和歌山県人事委員会勧告による給与改定に準じて本条例

の一部を改正するもの）

◎町長等の給与の減額支給に関する条例の一部を改正する条例

（町長等の給与の減額支給を定めた条例であり、町長、副町長の給与の減額を引続き実施するもの）

　平成２９年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算の下記８件は、本年度の職員の人事異動と人事院

勧告に基づき給与費等の改定を行った補正予算であります。

平成２９年度上富田町一般会計補正予算（第５号）

平成２９年度上富田町特別会計国民健康保険事業補正予算（第２号）

平成２９年度上富田町特別会計介護保険補正予算（第３号）

平成２９年度上富田町特別会計後期高齢者医療補正予算（第２号）

平成２９年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算（第２号）

平成２９年度上富田町特別会計農業集落排水事業補正予算（第２号）

平成２９年度上富田町特別会計公共下水道事業補正予算（第２号）

平成２９年度上富田町水道事業会計補正予算（第３号）

条　例

補正予算
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３月
  議会

会期 （平成３０年３月６日～２０日 ) 
１５日間　 

　３月定例会に町長から提出された案件は、条例関係等９件、事務の委託が

１件、指定管理者の指定１件、平成２９年度一般会計・特別会計補正予算７件、

平成３０年度一般会計・特別会計予算１３件、土地取得１件、工事請負変更

契約の締結１件、人事案件５件で、いずれも原案どおり可決しました。

◎上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例

（地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律に基づく固定資産

税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例

（企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律が改正され、地域経済牽

引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律が施行されたことに伴い、本条例の一部を改

正するもの）

◎上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（国民健康保険の都道府県化に伴う名称等を改正するため、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町介護保険条例の一部を改正する条例

（介護保険法施行令の一部改正に伴い、本条例に規定する保険料率等を改正するもの）

◎上富田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

（高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等を廃止する条例

（地域密着型サービス事業者等の指定、指導等に関する事務を田辺市に委託することに伴い、関係する３

条例を廃止するもの）

◎上富田町共同作業場設置条例の一部を改正する条例

（共同作業場の設置、名称及び位置を定めており、今回、共同作業場の実際の使用形態に合わせて、本条

例の一部を改正するもの）

◎上富田町個人情報保護条例及び上富田町情報公開条例の一部を改正する条例

（公人情報保護法の改正及び行政機関個人情報保護法の改正に伴い、個人情報の定義と要配慮個人情報の

取扱いを明確化するための条例改正）

◎上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

（昨年度の一般職員の給与に関する法律の改正に伴い、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める

政令が改正され、一部改正については昨年の３月議会で議決を頂いていますが、今回平成３０年４月から

適用される規定を追加するため、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町と田辺市との間における指定地域密着型サービスの事業者等指定、指導等に関する事務の委託

（地域密着型サービス事業者等の指定、指導等に関する事務を田辺市に委託するもの）

主な条例

事務の委託
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◎公の施設の指定管理者の指定について

（上富田町の体育施設のうち上富田スポーツセンター、上富田町若もの広場、市ノ瀬体育館の３施設について、

管理者を指定するもので、この施設の管理は町が直営で行っていますが、上富田町公の施設に係る指定管理者

の手続き等に関する条例第５条の規定により、一般社団法人南紀ウエルネスツーリズム協議会を指定管理者とし

て指定するもの）

　　　

◎土地取得について

（生馬下谷地区において残土処分場用地として、地権者１３名から１７，５５２．２３㎡を取得するもの）

◎工事請負変更契約の締結について

（上富田文化会館空調設備改修工事で、空調設備改修と同様に高所作業を伴う文化会館のロビー、会議室の老

朽化した照明器具をＬＥＤ照明に交換する工事を追加することにより、効率的に工事を実施することができるこ

とから、今回、９，１８５，４００円を増額し、契約金額１４８，９３９，５６０円とするもの）

◎副町長の選任について

３月末で任期満了に伴う副町長の選任については、

次の方の選任同意が提出され、全会一致で選任に同意しました。　

　上富田町生馬	 	 山	本		敏	章　氏（再任）

◎任期満了に伴う上富田町教育委員の選任について、議会の同意が求められ全会一致で同意しました。

　　上富田町市ノ瀬	 	 中松　村夫　氏（再任）

　　上富田町朝来	 	 栗田　宏美　氏（再任）

◎人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、全会一致で適任とすることに決定しました。　　　

　上富田町南紀の台		 大隈　優子　氏	（再任）

　上富田町　	岡	 	 深見はつみ　氏	（再任）

指定管理

土地取得

人事案件

工事請負変更契約
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＜平成３０年度当初予算＞

平成３０年度の一般会計・特別会計予算額

　平成３０度の一般会計当初予算は５５億３，３００万円で、対前年度と比較すると、２億６，５００万円（４．６％）

の減となっています。

　これは庁舎整備事業の完成、地域住宅交付金事業の完成、消防第３分団屯所建設事業の完成したことなどによ

る大型事業完了により大幅減となっていますが、今後、岩田公民館建設事業に係る費用計上により予算規模の増

加が予想され、本年度も引き続き厳しい財政運営となっています。

特

　別

　会

　計

そ
の
他

住宅新築資金貸付事業

宅地取得資金貸付事業

奨 学 事 業

介 護 保 険

国 民 健 康 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

診 療 所 事 業

宅 地 造 成 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

水 道 事 業
 

計

朝 来 財 産 区

計

合　　　計

会　　　計　　　名

一　般　会　計

計

予　　算　　額

５５億３,３００万円

５５億３,３００万円

２９５万７千円

７３万６千円

７４２万３千円

１５億６,６８４万１千円

１７億８,５９７万５千円

２億８,６５４万円

３,８９０万９千円

１億７,１９９万４千円

１億８,５６４万８千円

３億３,００２万９千円

４億５,４９７万８千円

１億９,０４１万円

５０億２,２４４万円

４５４万７千円

４５４万７千円

１０５億５,９９８万７千円

収益的事業

資本的事業



− 16 −

町税　　対前年度比△１，０６０千円（△０．１％）
固定資産税では評価替による減収を見込んでおり、法人町民税についても減収見込みのため、町税全体では
対前年度比△０．１％、  １，０６０千円の減となっています。

●固定資産税　△ 5,060 千円（H30：711,442 千円　←　H29：716,502 千円）
●法人町民税　△ 5,000 千円（H30：105,050 千円　←　H29：110,050 千円）

繰入金　　対前年度比△１７，５１０千円（△２１．４％）
財政調整基金繰入金が皆増となっていますが、水源かん養基金繰入金及びさわやか上富田・文化と健康づく
り基金繰入金が皆減となっており、繰入金全体では対前年度比△ 21.4％、17,510 千円の減となっています。

●水源かん養基金繰入金　△ 30,000 千円（H30：0 千円　←　H29：30,000 千円）
●さわやか上富田・文化と健康づくり基金繰入金　△ 19,891 千円（H30：0 千円　←　H29：19,891 千円）
●特別会計水道事業繰入金　△ 9,995 千円（H30：3,301 千円　←　H29：13,296 千円）
●財政調整基金繰入金　＋ 50,391 千円（H30：50,391 千円　←　H29：0 千円）

諸収入　　対前年度比＋８４，８５５千円（＋２２６．１％）
学校給食費等が皆増となるため、諸収入全体では対前年度比＋ 226.1％、84,855 千円の増となっています。

●学校給食費　＋ 66,384 千円（H30：66,384 千円　←　H29：0 千円）
●学校職員等給食費　＋ 7,638 千円（H30：7,638 千円　←　H29：0 千円）

地方交付税　　対前年度比△２０，０００千円（△１．１％）
地方財政計画では対前年度比 2.0％の減が見込まれており、地方交付税全体では対前年度比△ 1.1％、20,000
千円の減となっています。

●普通交付税　△ 20,000 千円（H30：1,500,000 千円　←　H29：1,520,000 千円）
●特別交付税　± 0 千円（H30：220,000 千円　←　H29：220,000 千円）

国庫支出金　　対前年度比△５５，７８１千円（△９．２％）    
地域住宅交付金、農村地域防災減災事業費補助金等の減により、国庫支出金全体では対前年度比△ 9.2％、
55,781 千円の減となっています。

●地域住宅交付金　△ 36,027 千円（H30：0 千円　←　H29：36,027 千円）
●農村地域防災減災事業費補助金　△ 15,000 千円（H30：0 千円　←　H29：15,000 千円）
●地籍調査事業費負担金　△ 8,073 千円（H30：23,697 千円　←　H29：31,770 千円）

県支出金　　対前年度比＋５，７２６千円（＋１．２％）
経営体育成支援事業補助金が減となっていますが、県知事選挙委託金等の増により、県支出金全体として対
前年度比＋ 1.2％、5,726 千円の増となっています。

●県知事選挙委託金　＋ 8,490 千円（H30：8,490 千円　←　H29：0 千円）
●在宅育児支援費補助金　＋ 4,500 千円（H30：4,500 千円　←　H29：0 千円）
●経営体育成支援事業費補助金　△ 6,510 千円（H30：0 千円　←　H29：6,510 千円）

町債　　対前年度比△２２６，０００千円（△３６．４％）
文化会館整備事業債が増となっていますが、庁舎整備事業債及び学校給食施設整備事業債が事業完了により
減となっており、町債全体では対前年度比△ 36.4％、226,000 千円の減となっています。

●庁舎整備事業債　△ 158,400 千円（H30：0 千円　←　H29：158,400 千円）
●学校給食施設整備事業債　△ 131,700 千円（H30：0 千円　←　H29：131,700 千円）
●消防施設整備事業債　△ 39,100 千円（H30：8,300 千円　←　H29：47,400 千円）
●文化会館整備事業債　＋ 151,300 千円（H30：151,300 千円　←　H29：0 千円）

平成３０年度 一般会計予算の主な歳入・歳出

歳　入
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議会費　　対前年度比△１，６５７千円（△１．９％）
議員の期末手当等の減により、議会費全体では対前年度比△ 1.9％、1,657 千円の減となっています。

●期末手当【議員】　△ 905 千円（H30：7,561 千円　←　H29：8,466 千円）
●議員共済会負担金　△ 519 千円（H30：13,382 千円　←　H29：13,901 千円）

総務費　　対前年度比△２１６，７５３千円（△２４．４％）
庁舎整備事業の完了等により、総務費全体では対前年度比△ 24.4％、216,753 千円の減となっています。

●庁舎整備事業　△ 176,000 千円（H30：0 千円　←　H29：176,000 千円）
●朝来交番用地購入費　△ 15,972 千円（H30：0 千円　←　H29：15,972 千円）
●地籍調査事業　△ 13,975 千円（H30：65,772 千円　←　H29：79,747 千円）

民生費　　対前年度比△１７，５８０千円（△０．９％）
特別会計国民健康保険事業繰出金等の減により、 民生費全体では対前年度比△ 0.9％、17,580 千円の減となっています。

●特別会計国民健康保険事業繰出金　△ 16,628 千円（H30：183,228 千円　←　H29：199,856 千円）
●児童手当費　 △ 6,600 千円（H30：259,200 千円　←　H29：265,800 千円）

衛生費　　対前年度比＋４７，９１３千円（＋７．９％）
公立紀南病院組合負担金、富田川衛生施設組合負担金等の増により、衛生費全体では対前年度比＋ 7.9％、
47,913 千円の増となっています。

●公立紀南病院組合負担金　＋ 25,811 千円（H30：66,834 千円　←　H29：41,023 千円）
●富田川衛生施設組合負担金　＋ 22,255 千円（H30：95,511 千円　←　H29：73,256 千円）

農林水産業費　　対前年度比△１１１，５７４千円（△３３．８％）
土地購入費（水源かん養林）等の減により、農林水産業費全体では対前年度比△ 33.8％、111,574 千円の減となっています。

●土地購入費（水源かん養林）　△ 30,000 千円（H30：0 千円　←　H29：30,000 千円）
●特別会計農業集落排水事業繰出金　△ 20,665 千円（H30：123,961 千円　←　H29：144,626 千円）
●ため池ハザードマップ作成業務委託料　△ 15,000 千円（H30：0 千円　←　H29：15,000 千円）

商工費　　対前年度比＋５，１９４千円（＋１８．４％）
地域おこし協力隊の費用が減となっていますが、紀州くちくまの熱中小学校補助金等の増により、商工費全
体では対前年度比＋ 18.4％、5,194 千円の増となっています。

●紀州くちくまの熱中小学校補助金　＋ 6,856 千円（H30：6,856 千円　←　H29：0 千円）
●地域おこし協力隊費用　△ 3,266 千円（H30：6,442 千円　←　H29：9,708 千円）

土木費　　対前年度比△８７，３４８千円（△２３．９％）
地域住宅交付金事業（飛曽川団地改修）の完了等により、土木費全体では対前年度比△ 23.9％、87,348 千円
の減となっています。

●地域住宅交付金事業　△ 81,919 千円（H30：0 千円　←　H29：81,919 千円）
●社会資本整備総合交付金事業　△ 5,500 千円（H30：22,000 千円　←　H29：27,500 千円）

消防費　　対前年度比△２，２９３千円（△１．１％）
消防第３分団屯所建設事業の完了等による減により、消防費全体では対前年度比△ 1.1％、2,293 千円の減となっています。

●消防第３分団屯所建設事業　△ 43,054 千円（H30：0 千円　←　H29：43,054 千円）
●消防業務委託料　＋ 40,283 千円（H30：181,547 千円　←　H29：141,264 千円）

教育費　　対前年度比＋１２２，９１２千円（＋２０．６％）
文化会館空調設備改修事業、学校給食運営費の計上等により、教育費全体では対前年度比＋ 20.6％、122,912
千円の増となっています。

●文化会館空調設備改修事業　＋ 151,324 千円（H30：151,324 千円　←　H29：0 千円）
●学校給食運営費　＋ 149,866 千円（H30：149,866 千円　←　H29：0 千円）
●学校給食施設整備事業　△ 140,523 千円（H30：0 千円　←　H29：140,523 千円）

公債費　　対前年度比△３，８１４千円（△０．６％）
朝来小学校校舎建築事業債の利子償還金等の減により、公債費全体では対前年度比△ 0.6％、3,814 千円の減となっています。

●元金償還金　＋ 2,159 千円（H30：633,633 千円　←　H29：631,474 千円）
●利子償還金　△ 5,973 千円（H30：53,234 千円　←　H29：59,207 千円）

歳　出
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　政務活動費は、議員が実施する調査研究、研修、広報、公聴、要請陳情、住民相談、各種会議への

参加等町政の課題及び町民の意思を把握し、町政に反映させる活動その他の住民福祉の増進を図るため

に必要な活動に要する経費として年額７２，０００円を交付しています。

　議員は、条例に定める政務活動に要する経費に従い支出し、翌年度に領収書等を添えて収支報告書を

提出します。尚、交付額を超える場合は、自己負担となる。

議員氏名 交付額

支　出　額

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 事務費 広報費
その他の

活動費
計

松井　孝恵 72,000 17,319 40,124 21,060 　 78,503

谷端　清 72,000 11,536 80,553 15,296 　 107,385

樫木　正行 72,000 11,537 64,746 　 76,283

山本　明生 72,000 53,015 45,432 　 98,447

九鬼裕見子 ※ 　

大石　哲雄 72,000 5,940 37,116 32,747 　 75,803

畑山　豊 72,000 5,226 46,140 24,800 　 76,166

奥田　誠 ※※ 54,000 28,400 10,800 16,571 　 55,771

沖田　公子 72,000 3,893 46,140 22,211 　 72,244

榎本　敏 70,478 13,860 37,116 19,502 　 70,478

木本　眞次 72,000 11,800 10,000 37,116 17,101 　 76,017

吉田　盛彦 ※※ 54,000 21,000 44,653 　 65,653

○上記掲載は、議席番号順です。　　※は、申請無　　※※は、４月～１２月までの申請

○上富田町議会政務活動費の交付に関する規則　　　		　　　　　　　　　　　　○議員に係る使途基準

項　目 内　　　　　　　　　　　　容

調査研究費
議員が行う町の事務及び地方行政財政に関する調査研究並びに調査委託に要する経費 ( 調査委託
費・交通費・宿泊費等 )

研　修　費 団体等が開催する研修会、講演会等への議員の参加に要する経費 ( 会費・交通費・宿泊費等 )

会　議　費
議員が行う町政に関する住民の要望、意見を聴取する為の各種会議に要する経費 ( 会場費・機材
借上げ費・交通費・資料印刷費等 )

資料購入費
議員が行う調査研究の為に必要な図書、資料等の購入に要する経費 ( 書籍購入費・新聞雑誌購読
料等 )

事　務　費 議員が行う調査研究に係る事務遂行に必要な経費 ( 事務所費・事務用品・備品購入費・通信費等 )

広　報　費
議員が行う議会活動及び町政に関する政策等の広報活動に要する経費 ( 印刷製本費・通信運搬費・
会議費等 )

その他の活動費
補助金の要請、陳情活動等、住民との相談・意見交換会に要する経費 ( 旅費・交通費・会場費・
機材借上げ費・資料印刷費等 )

※ (　) 内は例示

平成２９年度 政務活動費の収支報告
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自
治
功
労
者

　
　
表
彰
受
賞

（
議
員
在
職
15
年
以
上
）

畑
山
　
　
豊 

議
員

大
石
　
哲
雄 

議
員

　
こ
の
賞
は
、
議
会
議
員
と
し
て
15
年

以
上
、
地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
寄

与
し
た
功
績
よ
り
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
お
二
人
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
三
月
議
会
の
初
日
、
会
議
に
先
立
ち
、

受
賞
さ
れ
ま
し
た
お
二
人
に
表
彰
状
の

伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
伝
達
後
、
山
本
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ

り
、
代
表
し
て
大
石
議
員
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　３月議会に学校給食対策特別委員会の委員会調査報告書が議長に提出され沖田委員長が委員長報告

をいたしました。

　廃止に伴い、「学校給食について」は、総務教育常任委員会への所管事務調査に追加されました。

委員会調査報告書（略）　

１．議　　件　　　　　　学校給食について

２．施設名称　　　　　　上富田町学校給食センター

３．学校給食実施方法　　センター方式

４．給食実施時期　　　　平成３０年４月１日より

５．業務委託先　　　　　和歌山市栄谷１８４番１号

　　　　　　　　　　　　株式会社河北食品　代表取締役　上　野　精　計

６．調査期間　　　　　　平成２７年　９月１７日～平成３０年　２月２６日

学校給食対策特別委員会委員長報告

本特別委員会は、平成２７年９月定例会において設置されております。

学校給食については、平成２６年９月定例会において、「投資的事業計画の中で、平成３０年４月開始を

目途として計画に位置付けをしている。」との答弁により設置された経過があります。

私たち、特別委員会では、学校給食実施にむけて、建築費、維持費の精査や先進地の視察、学校給

食の実施方法で公設公営方式か公設民営方式か又は、センター方式か自校式かのメリット・デメリットの

比較等、又は町負担や保護者負担等、特に心身ともに成長発達の途上にある児童・生徒に安全衛生はも

ちろん栄養バランスのとれた食事をすることが出来るよう学校給食について専門的に取り組む必要性か

ら、調査・研究を付託案件とし、議会の立場から積極的に調査・検討して参りました。

今後におきましては、学校給食センターの衛生管理及び食の安全で安心を基本に栄養バランスのとれ

た給食を第一に学校給食センター運営を願うところであります。

過日、学校給食センターの竣工式を無事、迎えることができました。

このことにより、本特別委員会としては一定の役割が終了したと判断いたします。　　　

以上で委員長報告とさせていただきます。

学校給食対策特別委員会が廃止されました
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予算審査の様子

予算審査特別委員会審議日程

　上富田町議会では、予算審議の更なる充実

を図るため予算審査特別委員会を設置し、平

成３０年度一般・特別会計当初予算１３会計の審

議を行いました。審査日程及び審査方法の協

議を含め４日間にわたる審査を経て、討論・採

決を行いました。審査過程では活発な質問・意

見が出されました。

3月 6日

3月12日

3月13日

3月14日

（火）

（月）

（火）

（水）

審査日程について・審査方法について

議会事務局

総務課（財政情報システムＧ）

総務課（行政Ｇ・まちづくりＧ）

税務課

教育委員会

住民生活課（生活Ｇ・住民Ｇ・特別会計）

産業建設課

上下水道課

討論・採決

編
集
後
記

　「
議
会
だ
よ
り
」
第
１
６
２
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

　今
回
は
、
２
月
臨
時
議
会
で
審
議
し

た
条
例
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
、
３

月
定
例
会
で
審
議
し
た
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
の
主

な
内
容
、
６
議
員
の
一
般
質
問
、
ま
た
、

今
議
会
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
を
議
員
九

名
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
４
日
間
の
日
程
で
審
議
が

お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
委
員
長
報
告
等
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ

い
。　今

後
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、

議
会
活
動
を
町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


